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摘要．犀外か ら飛来 した ユ ス リカ，タマ バ エ ，チ ョ ウバ エ ，ク ロ バ ネ キ ノ コ バ エ ，お よ び屋内

で も発生 した ク ロ バ ネキ ノ コ バ エ ，ノ ミバ エ ，シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ そ の 他の 死体 の （原形保存）

簡易 カ タ ラ
ーゼ 試験 を行 っ た．そ の 結果，ク ロ バ ネ キ ノ コ バ ェ 1種 の 雌は室温清酒 中，冷蔵

ビ ール 中の 各経過 で 反 応の 早 期低下 が 目立 ち，乾燥状態 で も低下の 早 い 個体が あ っ た．一
方，

キ イ ロ シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ や オ オ キ モ ン ノ ミバ エ は 室温清酒 や 冷蔵 ビ ール 中に 1 ヶ 月保 た れ て

も高 い 活性 を 示 した．そ の 他 の 種類 も 含め，状況判断 に は ケ
ー

ス バ イ ケ
ース の 十 分 な経 験 が 必

要で あ る こ と を感 じ させ る．

キー
ワ
ード： カ タ ラ

ーゼ活性，小型昆虫死体，乾燥保存，清酒浸漬， ビール 浸漬，ユ ス リ カ，

　 　　 　　 タマ バ エ ，ク ロ バ ネ キ ノ コ バ エ ，ノ ミバ ェ ，シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ

Abstract ．　Pre！iminary　tests　for　 catalase 　activity 　in　dead　bodies　of　small 　isects　were

carried 　out ．　Female 　 adults 　 of 　fungus 　 gnat 　 species 　 showed 　 quick　 decline　 of 　 catalase

activity 　in　sake 　wine 　and 　bcer，　The 　activity 　in　tho　fcmales　was 　also　unstable 　 undcr 　dricd

conditions ．

Key 　words ：catalase 　activity ，　small 　insects，　dried　body ，　immersion 　in　drinks，　sake 　wine ，

　　　　　 beer，　chironomid 　 midge ，　gall　 midge ，　moth 　fly，　dark　winged 　fungus　gnat，

　 　　 　　 scuttle 　fly，　fruit　fly

は じ め に

　製品に 混入する異物対策 の現場 に お い て ， 混入昆虫の 証拠維持 の 必要か らサ ン プ ル の 原型 をな る

べ く保全す る こ とが要求 され る こ とが多い． しか も設備 も時間 もな い の に カ タラ
ーゼ 活性に っ い て

何 らか の情報 を求 め られ る状況 に鑑み，対応す る簡易検査法を検討 して 来た （辻，2001 ）．一方，参

考基準デ
ー

タ として チ ャ
バ ネ ゴ キ ブ リ成虫 （

…
部幼虫，卵鞘，ク ロ ゴ キ ブ リ 1齢幼虫）， ノ シ メ マ ダ

ラ メ イガ終齢幼虫，
ヒ メ マ ル カ ッ オ ブ シ ム シ終齢幼虫 ，

コ ク ヌ ス トモ ドキ成虫な ど屋内発生昆虫を

主体に キ イ ロ シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ を加え ， 死体乾燥経過，煮沸個体 の 乾燥経過 ，

一部 に つ い て は食酢

へ の 投入経過 とそ の 後 の 乾燥経過，食用油へ の 投入経過 を中〜長期間観察 し， さ らに虫体の 部分 ご

と や ス テ
ージ に よ る反応 の 差 な どを発 表 した （望 月 ・他，

2000 ；望月 ・ 辻，2001 ；辻 ， 2001 ，

2002 ）．
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　今回 は屋外か ら屋 内に飛来侵入 し た ユ ス リカ，タ マ バ エ ， チ ョ ウ バ エ
， ク ロ バ ネ キ ノ コ バ エ ，そ

の 他の小昆虫類の室温乾燥経過および屋内で 発牛 した ク ロ バ ネキ ノ コ バ エ ，ノ ミバ ェ ， シ ョ ウ ジ ョ

ウ バ エ ， ヒ ラ タ チ ャ タ テ の ビー
ル

， 清酒 ， あ る い は清涼飲料中の 経過 に つ い て 多少 の 検討 を行 っ た

結果を簡単に報告した い ．

材料 と方法

昆虫サ ン プル

　サ ン プ ル は い ずれ も普通に み られ る もの で あ る に もか か わ らず，微小種が 多 い た め種名 まで判定

で きた もの と，科な ど の グ ル ープ名まで しか 判定で きなか っ た もの とが あ る．種名を判定 で きな

か っ た もの の
．
部 は サ イ ズ や形態を表す た め の 写真を示 した．

　死後室温 で 乾燥経過 させ た昆虫サ ン プ ル は，2002 年 5〜9 月に別実験で 屋外昆虫の 屋内へ の飛来

侵入条件を調査 した際 （辻 ， 2003a ，　b ；辻 ・菅野，2003 ）に得 られ た もの の
一

部 を使用 した （表 1），

こ れ らは ユ ス リ カ，タ マ バ エ ，チ ョ ウ バ エ
， ク ロ バ ネキ ノ コ バ エ ，小型の ハ チ，小型 の 屋外性 の ガ ，

ミ ド リ ヒ メ ヨ コ バ イ，ハ ネカ ク シ ， コ ナ カゲ ロ ウ， ヒ ラ タ カ ゲ ロ ウ ， ヒ メ チ ャ タ テ の 各グ ル ープ に

属す る もの で あ る．また， 一部 は室内で ス ズ ム シ 飼育容器か ら発生 した ハ エ 目昆虫 3 種 と，実験動

物用固形飼料 に発生 した ヒ ラ タチ ャ タ テ も用 い た （表 2）．

　室温清酒中 （ワ ン カ ッ プ大関 270　ml ビ ン 入 り，大関（株）西宮），冷蔵 ビー
ル 中 （モ ル ツ 生 ビ

ー
ル

350 ・ml 缶入 り，サ ン ト リ
ー

（株）大阪）， ま た は冷蔵清涼飲料中 （サ ン ト リ
ー

　 CC レ モ ン 500 　ml ペ
ッ

トボ トル 入 り，サ ン ト リ
ー
食品（株）東京）で 経過さ せ た 昆虫 は （表 3〜6），2002 年 9〜10 月 に 室 内

で 飼育巾の ス ズ ム シ の 飼育容器中に 発生 した ク ロ バ ネキ ノ コ バ エ ，ノ ミバ エ と，室内で 保存中の サ

ッ マ イ モ 腐敗部分か ら発生 した キ イ ロ シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ ，ク ロ シ ョ ウ ジ ョ ウバ エ で あ る．これ らは

凍結殺虫後，直径 3cm ， 高さ 5cm の プ ラ ス チ ッ ク容器 （市販 35　mm フ ィ ル ム の 容器） に満た し

た各液体中に数匹ず つ 投入 し，冷蔵す べ き もの は冷蔵庫中で 約 5℃ に保 ち，適宜取 り出して 反応 に

使用 した．

反応 操作

　方法は前報 （辻，2002 ）と同様で あ る．すなわ ち反応 と観察に 好都合で あ るた め （辻 ， 2001 ）す

べ て の 試験 に お い て 反応液に界面活性剤 ツ イ ン 20 を添加 した．念 の た め 方法を以 下に 再度記載す

る．

　反応液 と して ，市販 さ れ て い る 日本薬局方 3％過酸化水素水 （オ キ シ ド
ール ）を用 い た．反応 液に

はす べ て 容器あた り 1〜2 滴 （20〜40mg ）の 界面活性剤 （ッ イ ン 20）を添加 した．反応液約 5〜10

ml を 4cln　x　4　cm ，深 さ 1．5　cm の 方形プ ラ ス チ ッ ク容器 に 入れ る か ， 反応液約 20　ml を直径約 4

cm ，高さ約 2。5　cm の 円形プ ラ ス チ ッ ク容器 に入れ ， 虫体をわずか に つ ぶ すか，針また は鋭い ピ ン

セ ッ トの先 で 突 い て 傷を っ け ， 反応 液中に 浸 し発生する気泡 の 観察を行な っ た．早急な反応 の た め

に は，非破壊品で の 検査 は無理 で ，反応観察 に はわずか な部分破壊が必要で ある （辻，2001 ）．こ の

操作に よ り ， 時に は若干壊 れる こ とがあ っ たが ， 砕片と は な らな い よ うに保たれ た．

　反 応状況 の 判定 に適 し た 虫体 の 浸漬時間 （過酸化水素水中の 時間）は，陽性の場合 15 秒〜3 分 で

．
卜分で あ り， 陰性の場合 も 2〜3 分 まで に （

一
や ± の ）判定を行 っ たが，念 の た め 5〜10 分後 まで 観

察 した．反応状況の 写真を示 す場合 は，状況に応 じて 15秒〜10 分の 時点 の い ずれ かを採用す る

が，＋ 一の 判定はあ くま で も 2〜3 分 まで の 状況に よ っ て行 っ た．た だ し紙面の 都合上 ，本報告で は

写真を省略 した．
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　代表的な小型 ハ エ 目昆虫の 試験 には繰り返 し 2 個体以一トを用 い，お おむね同様の 反応か み られ た

結果を示 した　まれ に 複数個体の 反応か互 い に 若干異な る場合か あ っ たか ， そ の 場合はそれぞ れ の

反応を併記 した　また
一
部の 試験て は 1個体の テ

ー
タも参考と して採用 した　そ の 他 の 種類て は 1

回 の 試験に 2 体を使用 て き な か っ た り殺虫直後 の テ ータ の な い 場合か 多か っ たか ， 参 照すへ きテ ー

タ か ほ とん とな い現拭に鑑 み参考テ
ー

タ と して 結果を示 した （各表中
゜
印）

反応状況 の 凡例

　反応状況 を記号て 示す場合は ， （凍結）殺虫直後あ る い は数日凍結保存個体 の 解凍直後 （今回 の ユ

ス リカ の 場合は 4 ヶ 月凍結保存 し解除直後）の サ ノ プ ル か 1〜3 分の 侵清時問て 示す反応 を 珊 と し，

泡か絶え間な く発生 し，連続 して 虫体か ら離れ液中を ヒ昇する状態を陽性と し， 発生箇所 の 数や泡

の 大 きさ に応 して ＋〜柵 て 表 した

表 2 室内発生 昆虫の 死 後 宰 内乾燥径過 と 力 タ ラ
ー

セ 反応

　　　　　 2002年 　 　 　 　 　 　 　 　 個体別 反 応

乾燥 凵数 　　 殺虫日　　 試験月 口　 a 　 b 　 c 　 d　 e

匚

　

　

　

　

　

　

エ

ハ

　

　

　

エ

エ

ハ

ミ

　

　

　

ハ

ハ

コ

ノ

　

　

　

　

　

こ
・
丶
ノ

ノ

　

　

　

ノ
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モ

　

　

　

キ

ロ

不

キ
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上

上
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ハ

b

オ

　

　

　

　
ノ

ヒ
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オ
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同

同

コ

チ

ク

同

1雄

2 雌

1 雄

2雌

2 雌

1 雌

1種
＊2LEt

＊ 1雌

　 OF 「

ll2 凵

282 日

289 凵

工12 日

282 ［

ll2Hll2
目

9 月 19 日　 9 月 19H 　 卅

9 月 22 日 　 1 月 12 日 　 IIト1
9 月 22 日 　 7 月 　lr 　 Vll

9 月 15 日 　 7 月 1 日 　 升

9 月 22 日 　 1 月 12 日 　 廾ト

9 月 22 臼 　 7 月 1 日 　 卅

9 月 22 日 　 1 月 12H 　 柵

9 月 22Fi 　 1 月 12 目 　 粁

卅

1ー1

テ汐台タ

上

L
上

⊥

ラヒ

同

同

同

同

3 雌

4 雌

2雌

1雌
1雌

30 「IlO8

凵

115 目

282 日

289E 」

9 月 19 日

9月 26 口

9月 19 日

9月 22 日

9 月 15 日

10月 19 円

1 月 12 口

1 月 12 円

7 月　 1 凵

7 月　 1 日

　

卅

甘

升

冊

±

卦

卅

±

一

±

（参考） 屋 外植不．鉢 に 発生の

ク ロ ハ 不 キ ノ コ ハ エ 1 種 　2 堆

　　　 　 2003 年

0 日　 6 月 18 日　 6 月 18 日 　 什 　 卅

＊
写真参肝

図 1　 K 表 1 の 小型 チ a ウハ エ

　　　　Psychodocha 　sp （笹川満曉先牛同定）　セ ヘ リ ノ チ ョ ウ ハ ー （徳水 1965） に 似 る

　 　 B 　表 1 の 小型 ユ ス リ カ
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一
方 ， 虫体表面 に泡か現れ て も，なか なか虫体か ら離れす保 たれ る場合を ± （凖陰陸）と し， ほ

と ん と か全 く泡か 認 め られ な い 場合を
一

（陰性）と した

結果 と考察

　結果 を表 1〜6 に示す　5〜7 月に侵入 した昆虫 （表 1）お よ ひ
一

部室 内発生 昆虫 （表 2）の 死後室

温乾燥状態て は ，
ハ エ 目の ユ ス リカ

， タ マ ハ エ
，

チ ョ ウ ハ エ の い すれ も反応 は 6 ヶ 月まて 高 く保た

れ， ノ ミハ エ 類て も 3 ヶ 月以上高い 店性か確認て きた　
一
方，ヒ ラタチ ャ タテ は 108〜ll5 日て 反

応かや や低下 した ほか，ク ロ ハ 不 キ ノ コ ハ エ て は特 に雌個体 の 反応か不麦定て
， 反応低下か 早 い 個

体か あ っ た そ の他の 野外性の 小型昆虫て は （表 1）試験個体数か不十分て あるか，あえ て 言え は小

型 の カ 2種， コ ナ カ ケ ロ ウ，ヒ ラ タ カ ケ ロ ウ て の 店 陸か 6 ヶ 月て も高く， ミ トリ ヒ メ ヨ コ ハ イ と小
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図 4 表 2〜3 の ク ロ バ ネ キ ノ コ バ ェ

灘

型 ハ ネ カ ク シ で は反応低下が早 い 可能性が感 じられ た．

　9〜10 月に室内で 発生 した昆虫の 室温清酒中 （表 3，4）， 冷蔵 ビール 中 （表 5）の各経過で は ， キ

イ ロ シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ が 1 ヶ 月， オ オキ モ ン ノ ミバ エ で は 3 ヶ 月経過サ ン プ ル で も高い活性を示 し

た が ，ク ロ バ ネ キ ノ コ バ エ の 雌個体で の 低下 が早 く，2 週間 で も± 〜＋ の 個体が生 じた．

　また冷蔵清涼飲料中の （表 6）キイ ロ シ ョ ウ ジ ョ ウバ エ で は 1〜2 ヶ 月で 若干の反応低下が認 め ら

れ たが ， 102 日目で は よ り低下 した 個体 とや や 回復 した 個体 と が 認め られ，清酒中の 276 日 目の 回

復 と併せ て 混 入微生物の 活性が 発現 して い る可能性が考え られ る．

　実際の混入昆虫サ ン プ ル の 試験結果の 判断に は，あ らか じめ得 られ た デ
ータ と比較す る必要が あ

り， 今後も ケ ー
ス バ イ ケ ー ス の 十分な デ

ー
タ と経験の 積み 上げが必要で あ ると言えよ う．

　また ，
ビー

ル や清涼飲料水の よ うな発泡性 の 飲料は，開封後 （栓抜 き後） に再度栓 を して 何日 も

保管 される こ と は考え に くい の で ， 上記 の うち の 長期保存結果 は ， それ な りの 状況 シ ミ ュ レ
ーシ ョ

ン を想定 して 解釈する必要が あ る．

　同じ簡易法に つ い て ，結果の 再現性や判断限界 の 共通 認識の た め に は注意が必要で あ り， す で に

前報で も以下 の こ とを述べ て い る （辻，2002 ）．

1） 加熱加工 の 有無 な ど の 判定 に参考とな るが，もち ろ ん総合的判断が 必要

2） 混入時期の 椎定には，混入経過条件で の 基準デ
ー

タが必要，推定 日時に言及す る場合 は比較基

　　 準デ ータ を示す こ と．

3） 判定 は反応 2〜3 分程度ま で の 反応で 行 う． 5 分以上で 少 々 の 泡が見 られ て も升 とせ ず ， 2〜3

　　 分の 状態 で 判定する．

4） 判定を ＋
一

だ け で 伝え るの は不十分で ，状況を示す写真が必要．人に よ り＋
一

の 基準が著 しく

　　 異な る場合が あ る か らで あ る．

5） 写真に は反応時間を明記す る こ と．室 温 ： 陽性で 15 秒〜2 分の ，陰性で は （2 分 と）5 分以上

　　 の もの も欲し い ．

6） サ ン プ ル は
一

度試験 した後 は二 度 目の 試験は しな い ．加湿 に よ る変性が 予想され る．直後に再

　　 試験 して 参考にす る こ と は あ る．
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7） 一
度失活後 も加湿や加水され た虫体で カ ビ な ど発生すれ ば陽性 とな る （食酢な ど酵素阻害液中

　　で は陰性に保たれ る）．

　い ずれ に せ よ，昆虫等 の 製品へ の 混入経路や 混入時期の 判断に は
， 昆虫そ の もの の 状況 と生活痕

跡，製品，製造工程 ， 保存流通過程，そ れ らの 環境 にっ い て の 物的証拠と状況証拠 の すべ て を用 い

る必要が あ る．昆虫の 死体に限 っ て み て も， 分類学的所属 は もちろん，形状 （破損状況），色彩，臭

い，カ ビや腐敗 の 有無な ど ，
カ タ ラ

ーゼ 反応試験以前に詳細な観察と記録が必要で ある．
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